


第16回 福岡県不動産市況ＤＩ調査 概要版

調査の概要

●調査の基準日は2023年1月1日。 過去半年間の不動産市場に関する「実感」と、この先半年間の不動産市場に関する「予測」について、県内の不動産関連事業者にアンケート。

●アンケート項目は、「地価動向」 「戸建販売件数」「マンション販売件数」「仲介物件件数」「建築件数」のそれぞれについての「実感」と「予測」。 有効回答数は498。

●「①上昇（増加）傾向」「②横ばい」「③下落（減少）傾向」の3つの選択肢で回答してもらい、全回答に占める①の割合と③の割合の差を算出。

例 ①が55％、②が30％、③が15％なら、55－15で、DI指数は＋40％。

調査結果

●地価動向（総合）

実感値は、全県的に前回から引き続き改善が見られる

予測値は、全県的に前回から引き続き改善が見られるが実感値と比較するとその幅は小さい

県全体としては第１２回（２０２０年下期）から、5期連続の改善となったが、福岡市は予測値が、北九州市は実感値に上昇の落ち着きがみ

られた

公益社団法⼈福岡県不動産鑑定⼠協会

実感 予測

①

実感値は北九州市の商業地、予測値は福岡市の住宅地に上昇の落ち着きが見られたが、それ以外は引き続き上昇感の高ま

りが続いている

ＤＩ指数
対前回比
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ＤＩ指数

対前回比

（pt）

福岡県全体 42.9% ＋21.5 44.7% ＋1.8

　福岡市 63.6% ＋22.1 64.7% ＋1.1

　北九州市 28.8% ＋24.5 27.5% －1.3

　久留米市 33.3% ＋15.4 48.1% ＋14.8

前回 今回

ＤＩ指数
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ＤＩ指数

対前回比

（pt）

福岡県全体 25.7% ＋17.7 25.9% ＋0.2

　福岡市 40.2% ＋17.1 39.1% －1.1

　北九州市 14.7% ＋18.5 21.5% ＋6.8

　久留米市 21.1% ＋15.4 30.9% ＋9.8

前回 今回






















